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 ほろのべ議会だより 第109号
 ふるさとの森森林公園がリニューアルオープン！
 第２回幌延町議会（臨時会）
 第３回幌延町議会（臨時会）
 後期高齢者医療制度のお知らせ
 行政への苦情・要望は、行政相談委員へ
 平成31年度 幌延町における電源三法交付金の使
い道

 令和元年度 エネルギー関連施設見学会の開催に
ついて

 平成30年度町政懇談会の意見・質問
 ６月４日から10日は、歯と口の健康週間です！ ▲幌延町消防団春季消防演習

▲幌延町こども議会



第１号様式（第４条関係）

令和 ○○年　□月　■日

住　所

氏　名

年　齢

会議名

※記入いただいた個人情報に関しては、他の目的には一切利用しません。
※記入後、傍聴人受付箱に投函してください。

傍聴人受付票

　幌延町宮園町１番地１

　幌延　太郎

　４１

　令和○○年　第◆回　幌延町議会　定例会・臨時会

北緯45度のまち

第109号
発行 北海道幌延町議会
編集 議会報編集委員会
電話 01632-5-1111
FAX 01632-5-2971

　
統
一
地
方
選
挙
後
の
初
議
会
で
あ
る
第
２
回
幌
延
町
議
会
臨
時
会
が
５
月
８
日
に
開
会
さ
れ
、
正
副
議
長
を
は

じ
め
と
す
る
議
会
構
成
が
決
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、
町
長
か
ら
提
案
の
あ
っ
た
監
査
委
員
の
同
意
、
専
決
処
分
の

承
認
の
２
件
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
会
の
構
成
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

議

　長
に

　
　高

　橋

　秀

　之

　氏
（
新
任
）

副
議
長
に

　
　西

　澤

　裕

　之

　氏
（
新
任
）

今後４年間の議会構成が決まりました今後４年間の議会構成が決まりました

岡本　則夫
当選５回・72歳

斎賀　弘孝
当選５回・59歳

高橋　秀之
当選４回・65歳

（議長）

吉原　哲男
当選６回・71歳

議
長
・
副
議
長
以
外
は
議
席
番
号

順
で
す

植村　　敦
当選５回・67歳

西澤　裕之
当選４回・48歳

（副議長）

無量谷　隆
当選５回・68歳

富樫　直敏
当選２回・63歳

幌　延　町　議　会　構　成
議　長　　高　橋　秀　之      副議長　　西　澤　裕　之

まちづくり常任委員会
斎　賀　弘　孝
吉　原　哲　男
岡　本　則　夫
無量谷　　　隆
植　村　　　敦
富　樫　直　敏
西　澤　裕　之
高　橋　秀　之

委 員 長
副委員長

　
委　　員

情報推進常任委員会
植　村　　　敦
岡　本　則　夫
吉　原　哲　男
無量谷　　　隆
斎　賀　弘　孝
富　樫　直　敏
西　澤　裕　之
高　橋　秀　之

議会運営委員会
無量谷　　　隆
斎　賀　弘　孝
植　村　　　敦
富　樫　直　敏
西　澤　裕　之

一　部　事　務　組　合　議　会　議　員　名　簿

組　合
議会名

議　員　名 岡　本　則　夫 斎　賀　弘　孝
西天北五町衛生施設組合議会（幌延町・天塩町・遠別町・中川町・豊富町）

議　員　名 無量谷　　　隆
（議会選出監査委員） （富　樫　直　敏）

北留萌消防組合議会（羽幌町・苫前町・初山別村・遠別町・天塩町・幌延町）

委

員

長
　
植
　
村
　
　
　
敦

副
委
員
長
　
岡
　
本
　
則
　
夫

委
　
　
員
　
無
量
谷
　
　
　
隆

委
　
　
員
　
斎
　
賀
　
弘
　
孝

議
会
報
編
集
委
員
会

　
５
月
８
日
開
会
の
臨
時
議

会
に
お
い
て
、
初
め
て
議
長

を
拝
命
し
た
と
い
う
こ
と
で
、

そ
の
重
責
を
痛
感
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
誠
に
身
に

余
る
光
栄
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　
議
会
が
町
民
の
皆
様
か
ら

信
頼
さ
れ
、
町
の
更
な
る
発

展
の
た
め
の
一
助
と
な
り
ま

す
よ
う
、
議
員
一
同
、
今
後

と
も
一
生
懸
命
邁
進
し
て
参

り
ま
す
の
で
、
町
民
皆
様
の

ご
理
解
と
ご
協
力
、
ご
助
言

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

議
長
あ
い
さ
つ

　従来は、傍聴される方は、傍聴人受付簿に住所と氏名を

記入していただいておりましたが、４月１日からプライバ

シー保護のため、傍聴人受付票へ変更しました。

　傍聴を希望される方は、１階総務財政課カウンターで必

要事項を記入したのち、傍聴人受付票入れに投函し、傍聴

されるようお願いいたします。

傍聴人受付票について

議
長
　
　
高
橋
　
秀
之
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第１号様式（第４条関係）

令和 ○○年　□月　■日

住　所

氏　名

年　齢

会議名

※記入いただいた個人情報に関しては、他の目的には一切利用しません。
※記入後、傍聴人受付箱に投函してください。

傍聴人受付票

　幌延町宮園町１番地１

　幌延　太郎

　４１

　令和○○年　第◆回　幌延町議会　定例会・臨時会

北緯45度のまち

第109号
発行 北海道幌延町議会
編集 議会報編集委員会
電話 01632-5-1111
FAX 01632-5-2971

　
統
一
地
方
選
挙
後
の
初
議
会
で
あ
る
第
２
回
幌
延
町
議
会
臨
時
会
が
５
月
８
日
に
開
会
さ
れ
、
正
副
議
長
を
は

じ
め
と
す
る
議
会
構
成
が
決
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、
町
長
か
ら
提
案
の
あ
っ
た
監
査
委
員
の
同
意
、
専
決
処
分
の

承
認
の
２
件
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
会
の
構
成
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

議

　長
に

　
　高

　橋

　秀

　之

　氏
（
新
任
）

副
議
長
に

　
　西

　澤

　裕

　之

　氏
（
新
任
）

今後４年間の議会構成が決まりました今後４年間の議会構成が決まりました

岡本　則夫
当選５回・72歳

斎賀　弘孝
当選５回・59歳

高橋　秀之
当選４回・65歳

（議長）

吉原　哲男
当選６回・71歳

議
長
・
副
議
長
以
外
は
議
席
番
号

順
で
す

植村　　敦
当選５回・67歳

西澤　裕之
当選４回・48歳

（副議長）

無量谷　隆
当選５回・68歳

富樫　直敏
当選２回・63歳

幌　延　町　議　会　構　成
議　長　　高　橋　秀　之      副議長　　西　澤　裕　之

まちづくり常任委員会
斎　賀　弘　孝
吉　原　哲　男
岡　本　則　夫
無量谷　　　隆
植　村　　　敦
富　樫　直　敏
西　澤　裕　之
高　橋　秀　之

委 員 長
副委員長

　
委　　員

情報推進常任委員会
植　村　　　敦
岡　本　則　夫
吉　原　哲　男
無量谷　　　隆
斎　賀　弘　孝
富　樫　直　敏
西　澤　裕　之
高　橋　秀　之

議会運営委員会
無量谷　　　隆
斎　賀　弘　孝
植　村　　　敦
富　樫　直　敏
西　澤　裕　之

一　部　事　務　組　合　議　会　議　員　名　簿

組　合
議会名

議　員　名 岡　本　則　夫 斎　賀　弘　孝
西天北五町衛生施設組合議会（幌延町・天塩町・遠別町・中川町・豊富町）

議　員　名 無量谷　　　隆
（議会選出監査委員） （富　樫　直　敏）

北留萌消防組合議会（羽幌町・苫前町・初山別村・遠別町・天塩町・幌延町）

委

員

長
　
植
　
村
　
　
　
敦

副
委
員
長
　
岡
　
本
　
則
　
夫

委
　
　
員
　
無
量
谷
　
　
　
隆

委
　
　
員
　
斎
　
賀
　
弘
　
孝

議
会
報
編
集
委
員
会

　
５
月
８
日
開
会
の
臨
時
議

会
に
お
い
て
、
初
め
て
議
長

を
拝
命
し
た
と
い
う
こ
と
で
、

そ
の
重
責
を
痛
感
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
誠
に
身
に

余
る
光
栄
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　
議
会
が
町
民
の
皆
様
か
ら

信
頼
さ
れ
、
町
の
更
な
る
発

展
の
た
め
の
一
助
と
な
り
ま

す
よ
う
、
議
員
一
同
、
今
後

と
も
一
生
懸
命
邁
進
し
て
参

り
ま
す
の
で
、
町
民
皆
様
の

ご
理
解
と
ご
協
力
、
ご
助
言

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

議
長
あ
い
さ
つ

　従来は、傍聴される方は、傍聴人受付簿に住所と氏名を

記入していただいておりましたが、４月１日からプライバ

シー保護のため、傍聴人受付票へ変更しました。

　傍聴を希望される方は、１階総務財政課カウンターで必

要事項を記入したのち、傍聴人受付票入れに投函し、傍聴

されるようお願いいたします。

傍聴人受付票について

議
長
　
　
高
橋
　
秀
之
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　改修工事を終えた「ふるさとの森森林公園」が、今年５月にリニューアルオープンしました。
　主な改修としては、バンガローや炊事場等の改装のほか、トイレの水洗化などです。
　また、今まで水はけの悪かった園内の芝生も暗渠排水にすることで、水はけのよい快適な敷地に改善さ
れています。

　バンガロー利用者がバンガローのすぐ横に車を置ける駐車スペース
や自転車・バイク利用者も通行できる園内通路を整備し、通路途中に
は駐輪場も設けていますので、利用者にはうれしい作りとなっていま
す。
　炊事場の横には焼肉スペース
を設けていますので、ご家族や
仲間うちで野外バーベキューを
楽しむこともできます。

　キャンプ場から少し坂を登っていくと、幌延市街を見渡せる展望台
があり、朝の散歩やジョギングなどで立ち寄れば、景色を楽しみなが
らおいしい空気を吸うこともできます。

　リニューアルした「ふるさとの森森林公園」の皆さまのご利用をお待ちしています。
　キャンプ場の詳細は、町ホームページにも掲載していますので、ご覧ください。

【受付時間外や土・日・祝日でのバンガローの「鍵の受け取り」・「鍵の返却」方法】
　平日の午前8時30分から午後５時15分まで（受付時間）は、建設管理課 管理グループ（公園担当）
までお越しいただくことで、鍵の受け取り・返却ができますが、受付時間外や土・日・祝日は、役場が
閉庁していますので、次の手順で「鍵の受け取り」または「鍵の返却」を行うことになります。
●鍵の受け取り
　幌延町生涯学習センターの警備員にお名前を申し出て、利用料金と引き換えに鍵を受け取ってください。
●鍵の返却
　幌延町生涯学習センターの警備員にお名前を申し出て、鍵をお返しく
ださい。
　警備員がいない早朝の時間帯に鍵を返却する場合は、幌延町生涯学習
センター建物正面（入口の左側）に返却ポストがありますので、そちら
に鍵を投入してください。

お問い合わせ先：建設管理課 管理グループ　電話：５-1116  告知端末機：５-8816

展望台

水洗トイレ

炊事場

バンガロー（中）

ふるさとの森森林公園が
リニューアルオープン！

ほろのべの窓　2019.6月号▶　4



第
２
回

幌
延
町
議
会

（
臨
時
会
）

　
第
２
回
幌
延
町
議
会
（
臨
時

会
）
は
５
月
８
日
に
開
会
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
臨
時
会
は
、
４

月
21
日
の
統
一
地
方
選
挙
後
の

初
議
会
と
な
り
、
議
長
、
副
議

長
の
選
挙
や
常
任
委
員
会
委
員

の
選
任
な
ど
を
行
い
、
そ
の
後
、

同
意
１
件
、
承
認
１
件
、
発
議

２
件
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
、

同
日
閉
会
し
ま
し
た
。
議
決
さ

れ
た
案
件
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。

　
な
お
、
正
副
議
長
、
議
席
、

各
種
委
員
会
委
員
等
に
つ
い
て

は
、
２
ペ
ー
ジ
か
ら
の
「
ほ
ろ

の
べ
議
会
だ
よ
り
」
を
ご
参
照

く
だ
さ
い
。

▽
選
挙
第
１
号

　
議
長
の
選
挙
に
つ
い
て

▽
選
挙
第
２
号

　
副
議
長
の
選
挙
に
つ
い
て

▽
決
定
第
１
号

　
議
席
の
指
定

▽
選
任
第
１
号

　
常
任
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

▽
選
任
第
２
号

　
議
会
運
営
委
員
の
選
任
に
つ

い
て

▽
選
挙
第
３
号

　
西
天
北
五
町
衛
生
施
設
組
合

議
会
議
員
の
選
挙
に
つ
い
て

▽
選
挙
第
４
号

　
北
留
萌
消
防
組
合
議
会
議
員

の
選
挙
に
つ
い
て

▽
同
意
第
１
号

　
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
き
同

意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

同
意
さ
れ
ま
し
た
。

○
監
査
委
員

　
富
樫　
直
敏
（
字
下
沼
）

▽
承
認
第
１
号

　
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て
（
幌
延
町
税
条

例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て
）

　
地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に

伴
う
、
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
控

除
対
象
期
間
の
延
長
、
消
費
税

率
改
正
に
伴
う
軽
自
動
車
税
の

環
境
性
能
割
の
税
率
の
臨
時
的

軽
減
、
種
別
割
に
係
る
グ
リ
ー

ン
化
特
例
の
対
象
の
見
直
し
な

ど
に
つ
い
て
、
専
決
処
分
の
承

認
で
す
。

▽
発
議
第
１
号

　
懸
案
事
項
促
進
要
望
の
た
め

の
議
員
派
遣
に
つ
い
て

▽
発
議
第
２
号

　
閉
会
中
の
継
続
調
査
に
つ
い

て
第
３
回

幌
延
町
議
会

（
臨
時
会
）

　
第
３
回
幌
延
町
議
会
（
臨
時

会
）
は
５
月
17
日
に
開
会
さ
れ
、

議
案
３
件
を
原
案
ど
お
り
可
決

し
、
同
日
閉
会
し
ま
し
た
。
議

決
さ
れ
た
案
件
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

▽
議
案
第
１
号

　
幌
延
町
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

　
２
割
・
５
割
軽
減
に
係
る
軽

減
判
定
基
準
の
改
正
と
、
課
税

限
度
額
の
引
き
上
げ
に
関
す
る

条
例
の
改
正
で
す
。

▽
議
案
第
２
号

　
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て
（
町
道
幌
延
下
沼
線
過
疎

対
策
道
路
改
良
工
事
）

　
平
成
31
年
度
施
行
町
道
幌
延

下
沼
線
過
疎
対
策
道
路
改
良
工

事
を
、
７
千
８
１
０
万
円
で
株

式
会
社 

高
橋
建
設
と
工
事
請

負
契
約
を
締
結
す
る
も
の
で
す
。

▽
議
案
第
３
号

　
財
産
の
取
得
に
つ
い
て
（
除

雪
専
用
車
10
ｔ
購
入
）

　

除
雪
専
用
車
10
ｔ 

１
台
を
、

４
千
９
５
０
万
円
で
Ｕ
Ｄ
ト
ラ

ッ
ク
ス
北
海
道
株
式
会
社
旭
川

支
店
か
ら
購
入
す
る
も
の
で
す
。

▲４月23日（火）に、選挙管理委員会の横尾委員長より
当選証書が手渡された議員の皆さんです。
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後期高齢者医療制度のお知らせ
～  保険料軽減特例の見直しについて  ～

　保険料の均等割について、これまで９割軽減となっていた方は、今年度、８割軽減に変わります。
　８割軽減への変更に合わせて、介護保険料については、今年度、所得の低い高齢者への保険料の負担軽減
が強化（月平均700円～142円軽減）されます。
　また、所得の低い年金受給者の方へは、今年10月から、老齢年金生活者支援給付金（金額は保険料を納め
た期間等により異なります）の制度が始まります。

○介護保険料軽減は半年度分の軽減額を年度平均した額です。課税者が同居している場合は対象外になります。
○老齢年金生活者支援給付金（補足的な給付を含む）の場合、支給要件（65歳以上で老齢基礎年金を受給中、
世帯全員の市町村民税が非課税、前年の年金収入額と所得額の合計が879,300円以下）を全て満たす必要
があります。基本的に10、11月分を12月（年金の支払日と同日）に振り込みます。
○保険料を年金からの引き落としで納めている場合、引き落とし額への影響は10月からです。

　多田るみ氏が引き続き、平成31年４月１日付けで、総務大臣から委嘱されました。
　年金、窓口サービス、登記、道路などの役所の仕事について、困りごとや苦情がありましたら、行政相談委
員がご相談に応じます。口頭、電話、手紙で行政相談委員にお申し出ください。

■保険料の均等割９割軽減について

（例）年金収入80万円以下の方

平成30年度 今年度

保険料の納付額（１割）
保険料の納付額（２割）

9割軽減
（月平均417円納付）

８割軽減
（月平均833円納付）

お問い合わせ先：
　○後期高齢者医療制度について
　　北海道後期高齢者医療広域連合（札幌市中央区南２条西14丁目 国保会館６階） 電話：011-290-5601
　　役場住民生活課 税務保険グループ　電話： ５-1115
　○介護保険について
　　役場保健福祉課 戸籍福祉グループ　電話： ５-1115
　○年金生活者支援給付金について
　　ねんきんダイヤル 電話：0570-05-1165

お問い合わせ先：住民生活課 生活環境グループ　電話：５-1115　告知端末機：５-8812

行政への苦情・要望は、行政相談委員へ

総務省行政相談委員（幌延町）
　　氏名：多田　るみ
　　住所：〒098-3207　宮園町９番地２　宮園公住19号
　　電話：５-2855　　　告知端末機：５-2855
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①電源立地地域対策交付金� 150,619,000円
　●幌延町国民健康保険診療所運営費   70,000,000円
　●幌延町保健センター運営費   5,000,000円
　●幌延町認定こども園・幌延町立問寒別へき地保育所運営費   35,000,000円
　●北留萌消防組合幌延支署運営費   40,619,000円
※電源立地地域対策交付金を国民健康保険診療所運営経費等に充当することにより、地域の活性化

や福祉の充実を図っています。

②広報・調査等交付金� 12,600,000円
　●エネルギー関連施設見学会等   7,115,000円
　●深地層の研究等広報事業   2,623,000円
　●資料収集業務等   2,862,000円
※原子力発電と深地層研究施設に関する知識の普及に関する調査及び研修並びに連絡調整に関する

事業に広報・調査等交付金を充当しています。

○原子力立地給付金事業の実施について
　電気料金の値上げや消費税増税等に対する生活支援の観点から、電源立地地域対策交付金の一部
を給付金として交付します。（電灯契約口数×8,100円）

平成31年度　幌延町における電源三法交付金の使い道

　昨年度に引き続き、「児童・生徒の部」と「一般の部」の２回に分けて、「エネルギー関連施設見
学会」の開催を予定しています。
　参加募集につきましては、後日、告知端末機等でお知らせしますので、皆さまのご応募をお待ち
しています。なお、応募者数が定員を超えた場合は、過去の見学会参加回数等を考慮して選考しま
すので、ご了承ください。
◇見学会日程（予定）
　①児童・生徒の部
　　・対象：幌延町在住の小学校５年生から中学校３年生まで
　　・日程：令和元年７月31日（水）から８月２日（金）
　②一般の部
　　・対象：幌延町民 （20歳以上）
　　・日程：令和元年11月２日（土）から
　　　　　　　　　   11月４日（月・祝）まで
◇見学先（予定）
　茨城県東海村　「東海研究開発センター 他」
◇定員
　①児童・生徒の部　　30名程度
　②一般の部　　　　　20名程度

◆　本事業は、広報・調査等交付金事業として実施します　◆

令和元年度 エネルギー関連施設見学会の開催について

お問い合わせ先：産業振興課 企画振興グループ　電話：５-1113　告知端末機：５-8814
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広
報
誌
４
月
号
で
平
成
30
年

度
町
政
懇
談
会
の
意
見
・
質
問

等
お
よ
び
回
答
を
掲
載
し
ま
し

た
。
今
月
号
で
は
、
４
月
号
に

掲
載
で
き
な
か
っ
た
事
項
や
懇

談
会
後
の
協
議
検
討
の
結
果
等

最
新
の
回
答
を
皆
さ
ま
に
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

◆
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
（
全
域
停

電
）
時
の
対
応
に
つ
い
て

Ｑ　
広
報
車
の
放
送
が
全
然
聞

こ
え
な
か
っ
た
。
良
く
聞
こ
え

る
よ
う
に
、
対
応
を
考
え
て
ほ

し
い
。

Ａ　
当
時
、
町
内
に
広
報
車
を

４
回
走
ら
せ
ま
し
た
が
、
よ
く

聞
こ
え
な
か
っ
た
と
い
う
苦
情

が
あ
り
ま
し
た
。
今
後
は
車
の

速
度
を
落
と
し
た
り
、
放
送
の

音
量
を
最
大
に
す
る
な
ど
工
夫

し
ま
す
。

Ｑ　
風
力
発
電
を
使
っ
て
発
電

し
て
い
る
電
気
を
使
え
な
か
っ

た
の
は
な
ぜ
か
。

Ａ　
停
電
で
プ
ロ
ペ
ラ
を
回
し

始
め
る
た
め
の
電
気
が
な
く
、

発
電
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
北

本
連
携
に
よ
る
本
州
と
北
海
道

と
の
電
力
融
通
も
電
圧
の
急
激

な
変
動
に
よ
り
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。

◆
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
つ

い
て

Ｑ　
代
行
申
請
を
検
討
し
て
ほ

し
い
。

Ａ　
３
月
中
旬
の
３
日
間
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
支

援
特
設
窓
口
を
役
場
等
に
開
設

し
、
計
41
人
が
申
請
さ
れ
ま
し

た
。
今
後
も
、
特
設
窓
口
の
設

置
を
考
え
て
い
ま
す
。

◆
農
業
関
連
に
つ
い
て

Ｑ　
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
都
市
構

想
に
あ
る
「
牛
１
０
０
頭
規
模

の
幌
延
独
自
の
バ
イ
オ
マ
ス
事

業
」
に
つ
い
て
、
北
海
道
の
普

及
セ
ン
タ
ー
な
ど
第
三
者
の
専

門
家
の
話
も
聞
い
て
み
た
い
。

Ａ　
要
望
が
あ
れ
ば
、
研
修
会

や
勉
強
会
を
開
く
考
え
で
す
。

Ｑ　
町
内
の
酪
農
業
は
衰
退
の

一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
。
乳
量

も
減
り
、
新
規
就
農
者
も
増
え

な
い
。
町
と
農
協
が
協
力
し
、

現
状
を
打
破
す
る
き
っ
か
け
を

つ
く
っ
て
ほ
し
い
。

Ａ　
研
修
牧
場
な
ど
打
開
策
に

つ
い
て
協
議
は
し
て
い
る
が
、

課
題
も
多
く
、
進
ま
な
い
の
が

現
状
で
す
。
行
政
や
三
セ
ク
で

農
場
を
開
い
て
も
う
ま
く
い
っ

た
例
も
な
く
、
農
協
に
も
協
力

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
危
機

感
を
持
ち
、
新
し
い
手
立
て
を

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

Ｑ　
土
地
の
排
水
整
備
に
つ
い

て
、
き
ち
ん
と
や
っ
て
い
る
人

も
い
る
が
、
そ
う
で
な
い
人
も

み
ら
れ
る
よ
う
だ
。

Ａ　
中
山
間
は
集
落
の
事
業
で

あ
り
、
箇
所
付
け
は
各
集
落
で

集
約
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

事
業
を
し
っ
か
り
と
行
う
た
め

の
手
法
は
検
討
（
告
知
端
末
機

や
Ｆ
Ａ
Ｘ
等
）
し
ま
す
が
、
基

本
は
集
落
で
調
整
し
、
進
め
て

ほ
し
い
で
す
。

◆
道
路
や
工
事
に
つ
い
て

Ｑ　
平
成
31
年
度
の
町
内
の
道

路
、
歩
道
整
備
計
画
に
市
街
地

区
は
入
っ
て
い
る
の
か
。

Ａ　
平
成
31
年
度
補
修
工
事
で

南
１
丁
目
線
歩
道
段
差
補
修
を

行
い
ま
す
。
道
道
は
早
く
て
来

年
か
再
来
年
か
ら
始
ま
る
と
聞

い
て
お
り
、
現
状
で
は
、
橋
梁

整
備
の
優
先
度
が
高
い
の
で
、

皆
さ
ん
に
は
ご
理
解
を
い
た
だ

き
た
い
で
す
。

Ｑ　
上
幌
延
―
元
町
間
の
道
道

で
除
雪
の
際
、
農
家
の
草
地
の

取
り
付
け
に
タ
イ
ヤ
シ
ョ
ベ
ル

が
雪
を
押
し
て
山
を
つ
く
り
、

吹
き
溜
ま
り
が
で
き
や
す
く
な

っ
て
い
た
。
理
由
を
知
り
た
い
。

Ａ　
道
道
の
除
雪
に
つ
い
て
、

草
地
の
取
り
付
け
に
雪
を
押
し

付
け
る
理
由
は
特
に
な
い
と
思

い
ま
す
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
、

道
路
管
理
者
（
稚
内
建
設
管
理

部
）
へ
調
査
を
依
頼
し
ま
し
た
。

Ｑ　
上
幌
延
駅
の
奥
の
舗
装
道

路
（
道
道
）
は
、
水
た
ま
り
が

多
い
。
付
近
の
町
道
で
は
、
道

路
両
側
に
あ
る
木
が
伸
び
て
農

作
業
車
に
引
っ
か
か
り
危
な
い

所
が
あ
る
。

Ａ　

道
道
は
、
道
路
管
理
者

（
稚
内
建
設
管
理
部
）
へ
対
応

の
依
頼
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、

町
道
敷
地
に
迫
り
出
し
て
い
る

枝
に
つ
い
て
は
、
４
月
以
降
、

道
路
維
持
と
し
て
対
応
し
ま
す
。

◆
教
育
施
設
に
つ
い
て

Ｑ　
総
合
体
育
館
の
車
椅
子
ト

イ
レ
を
も
う
少
し
き
れ
い
に
し

て
ほ
し
い
。

Ａ　
他
の
施
設
と
併
せ
、
計
画

的
に
改
修
等
を
検
討
し
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
イ
ベ
ン
ト
等

で
利
用
者
が
多
い
場
合
、
汚
れ

て
い
た
ら
事
務
所
に
一
言
伝
え

て
く
だ
さ
い
。
す
ぐ
掃
除
し
ま

す
。

Ｑ　
郷
土
資
料
館
は
土
日
・
祝

日
が
休
み
だ
が
、
こ
の
ま
ま
で

良
い
の
か
。

Ａ　
休
日
・
祝
日
に
特
別
な
ツ

ア
ー
や
イ
ベ
ン
ト
等
が
あ
る
場

合
は
、
臨
時
開
館
し
、
教
育
委

員
会
職
員
が
対
応
し
て
い
ま
す
。

休
日
・
祝
日
の
恒
常
的
な
開
館

に
つ
い
て
は
、
現
状
で
は
対
応

で
き
な
い
状
況
で
す
。

◆
町
政
全
般
に
つ
い
て

Ｑ　
現
在
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
２
人
が
退
職
し
、
今
は
１

平
成
30
年
度
町
政
懇
談
会
の
意
見
・
質
問
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　歯を失う原因の第１位が歯周病です。日本人の２～３人に１人は歯周炎を患っており、国民病と
いわれています。歯周病は、糖尿病や動脈硬化等の生活習慣病に関係があり、心筋梗塞や脳梗塞へ
の危険を高めることが分かっています。
　町では平成26年度から歯周病検診を行っており、平成28年度からは対象を30歳～ 70歳に広げ、５
年ごとに無料で歯周病検診を受けて歯と口をチェックできるようにしました。
　昨年度受診された方は58名と平成29年度より14名多くなっています。検診の結果、異常のなかっ
た方は２名と少なく、受診された方の８割以上（49名）の方が虫歯や歯石・歯周病などで治療が必
要な状態でした。
　いつまでも好きな物をおいしく食べられるよう、80歳になっても20本以上の自分の歯を保つため
に、歯と口のチェックを行いましょう

６月４日から10日は、歯と口の健康週間です！

お問い合わせ先：保健センター　電話・告知端末機：５－1790

節目年齢の方と妊婦の方を対象に無料で歯周病検診を実施しています。
今年度、歯周病検診の対象になる方は次のとおりです。
　☆今年度 満30/35/40/45/50/55/60/65/70歳の方
　☆妊婦の方

【日　時】　令和元年５月７日（火）～令和２年３月27日（金）
【場　所】　町立歯科診療所
【料　金】　無料（4,931円を町から助成します。）　
【その他】　検診予約の方法等は、４月に送付している「歯周病検診案内」を確認または保健

センターまでお問い合わせください。いきいきブルピーポイントの対象事業です。

人
で
活
動
し
て
い
る
。
今
後
は

ど
う
す
る
つ
も
り
か
。

Ａ　
町
は
、
３
人
体
制
で
観
光

振
興
業
務
に
取
り
組
む
こ
と
と

し
て
お
り
、
募
集
を
か
け
た
と

こ
ろ
、
２
名
の
採
用
が
決
ま
り

ま
し
た
。

Ｑ　
町
内
に
は
バ
レ
ー
と
野
球

は
少
年
団
が
あ
り
、
中
学
で
も

希
望
す
る
子
ど
も
が
い
れ
ば
中

学
校
で
部
活
動
を
や
る
べ
き
だ
。

教
育
委
員
会
に
も
応
援
し
て
ほ

し
い
。

Ａ　
幌
延
中
学
校
は
、
平
成
31

年
度
か
ら
「
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
」

と
「
野
球
」
を
中
体
連
に
登
録

し
、
試
合
に
出
場
で
き
る
よ
う

に
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
教

育
委
員
会
も
支
援
し
て
い
き
ま

す
。

Ｑ　
夏
に
宗
谷
本
線
で
観
光
列

車
を
走
ら
せ
る
と
聞
い
た
。
町

と
し
て
観
光
客
を
呼
ぶ
た
め
に
、

何
か
や
っ
て
ほ
し
い
。

Ａ　
Ｊ
Ｒ
北
海
道
か
ら
各
市
町

村
観
光
担
当
ま
た
は
観
光
協
会

等
へ
趣
旨
説
明
が
あ
り
ま
し
た

が
、
限
ら
れ
た
停
車
時
間
で
沿

線
自
治
体
が
で
き
る
こ
と
は
限

ら
れ
、
検
討
し
て
い
る
状
況
に

あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
各
自
治
体

で
の
お
も
て
な
し
メ
ニ
ュ
ー
な

ど
の
総
合
調
整
役
が
不
在
し
て
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２
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町内会長会議町内会長会議
　町内会長会議が役場大会議室で開催
されました。各町内会長が一堂に会

し、町から今年の予算事業等についての説
明、地域の現状について意見交換と質疑応
答が行われました。

　幌延町議会では、次世代を担う子どもたちが仕組みや将来について考え、質問する体験をすること
で、町のことやまちづくりなどの町政に対する理解と関心を深め、町政参画意識の醸成を図ることな

どを目的として、５月14日に幌延町こども議会を開催しました。今年度は、幌延中学校２年生19名と問
寒別中学校２年生１名の計20名がこども議員となり、うち前
半と後半の議長に２名が選任されました。
　当日は、実際の町議会と同様に、町長、教育長、副町長以下
担当課長や職員、町議会議員が出席する中で臨みました。前日
までの事前学習や、町議会議員から指導を受けながら一般質問
の作成に取り組んだ成果を発揮し、本番は町について感じてい
ることや考えていることを堂々とした様子で質問していまし
た。自分の質問を終えた後も緊張感を保ちつつ、他の質問や答
弁を真剣に聞いていました。

　町営草地への預託牛の入牧が行われ
ました。

　町内の酪農家から預託された若牛687頭
が、広い牧場に放され、約半年間育てられ
ます。

幌延深地層研究計画
平成31年度調査研究計画説明会
幌延深地層研究計画
平成31年度調査研究計画説明会

　４月10日に役場大会議室で行われた説明会で
は、日本原子力研究開発機構幌延深地層研究セ

ンターの山口所長から野々村町長へ平成31年度の調
査研究計画書が手渡された後、研究計画の内容につ
いて町議会議員や町幹部職員等が説明を受けまし
た。
　４月24日には国際交流施設で住民向けに説明会が

行われ、地層科学研究や環境
調査、開かれた研究などの報
告がされ、その後質疑応答が
行われました。

幌延町ミズナラ樽熟成
ワイン完成記念特別講演会

幌延町ミズナラ樽熟成
ワイン完成記念特別講演会

　町のミズナラ材を使った樽で熟成させ
たワインの完成を記念し、国際交流施設

で特別講演会と試飲会が開催されました。
　ワインは、「北海道ワイン株式会社」に樽
を預けて約３カ月熟成させたもので、イタリ
ア料理店「ブラッスリーコロンウィズ・ルク
ルーゼ」のメインシェフ 塚田 宏幸さんによ
る、幌延町産の合鴨などを使った料理ととも
に提供されました。
　会場に集まった約70名の参加者は、NPO
法人ワインクラスター北海道代表理事の阿部 
眞久さんによるワインの解説を交えた講演を
聞きながら、ワインを少しずつ口に含み味わ
っていました。

月
日

5月13

火
日

5月14
幌延町こども議会幌延町こども議会

入牧入牧

幌延町ホルスタインショー幌延町ホルスタインショー
　今年も乳牛改良や飼育技術の向上を目的とし
たホルスタインショーが、共進会場で開催され

ました。酪農家自慢の牛が勢ぞろいしました。

幌延町消防団
春季消防演習
幌延町消防団
春季消防演習

　幌延町消防団の春季消防演習が開催さ
れました。幌延支署車庫前庭での屋外式

（閲団、通常点検、ポンプ操法など）に続き
幌延市街を分列行進したほか、模擬火災では
本番さながらの消火作業で、見物していた住
民に頼もしい姿を披露しました。

水
日

4月24
水
日

4月10

5月 水
日8

日
日

5月12

金
日

5月1０

木
日

5月16
水
日

5月15
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優良運転者講習（30分）
　６月８日（土）午後１時から
　　豊富町定住支援センター
　　「ふらっときた」
一般運転者講習（1時間）
　６月８日（土）午後２時から
　　豊富町定住支援センター
　　「ふらっときた」
違反運転者講習（2時間）
　６月８日（土）午後３時30分から
　　豊富町定住支援センター
　　「ふらっときた」

運転免許更新時
講習のお知らせ

　日頃よりご利用いただいている共進会場ですが、このたび、管理
棟の老朽化に伴う改修およびトイレ水洗化の工事を実施します。

　改修工事は６月から11月までを予定しており、その間管理棟の使
用ができなくなります。管理棟の使用を予定されていた皆さまには大
変ご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。

　なお、改修工事終了後からは、管理棟を教育委員会で管理する
こととなりますので、申請書の提出や管理棟の予約状況の確認等に
ついては、教育委員会 総合体育館まで提出・お問い合わせください。

【使用休止期間】

　　令和元年６月１日

　～令和元年11月30日（予定）

共進会場管理棟の使用休止について

お問い合わせ先：教育委員会 社会教育グループ
　　　　　　　　電話：５-1117　告知端末機：５-8817

令和元年６月３日～９月30日クールビズのお知らせ
☆役場(本庁舎・出先機関)では、 ６月３日から９月30日まで夏の軽装(クールビズ)を

実施します。
☆職員は軽装(ノー上着・ノーネクタイ、 ポロシャツ等)で業務を行いますので、 ご

理解とご協力をお願いします。
☆会議等で役場機関へお越しの際は、 ノー上着・ノーネクタイ、 ポロシャツ等の軽

装でお越しください。

第 49 回　ほろのべ名林公園まつり
　豪華ゲストによるステージショー、キャラク
ターショーの他、幌延ど真ん中踊りや盆踊り大
会・仮装盆踊り大会などが催される町の一大イ
ベントです。
○開催日
　令和元年８月 10 日（土）・11 日（日）
○会場
　山村広場

おもしろ科学館 2019 in ほろのべ
　科学のおもしろさを楽しく体験しながら科学
技術やエネルギーの重要性を学ぶことができる
場を提供し、身近な科学やエネルギーへの理解
を促すことを目的として開催します。
○開催日
　令和元年７月 27 日（土）・28 日（日）
○会場
　第１会場 総合体育館
　第２会場 ゆめ地創館
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防災の備え、知っていますか？

▼町ホームページ：協力隊コーナー「Base Town」／▼協力隊Facebook(URL：https://www.facebook.com/horo.okoshitai/)

　気象の解説では「西の風が非常に強く」「激しい雨が降る」といった用語が出てきます。この「非常に
強い風」、「激しい雨」とはどのような風、雨なのでしょうか？
　気象台が発表する情報では、現象の強さによって、風は「やや強い」「強い」「非常に強い」「猛烈な」、
雨は「やや強い」「強い」「激しい」「非常に激しい」「猛烈な」と
いう表現を使います。例えば「やや強い風」は平均風速が10 ～
15m/sの風を表現し、その上限は強風注意報基準、「強い風」「非常
に強い風」は強風注意報基準から暴風警報基準に該当する風にな
ります。雨は「やや強い」でザーザーと降る、「強い」でどしゃ降り、
「激しい」でバケツをひっくり返したように降るイメージです。
　強い雨や風は、車の運転に大きな影響が出るほか、強風による
飛来物、大雨による浸水などさまざまな危険を及ぼします。外出
や悪天に備える際には、天気予報や警報・注意報の表現を参考に
して安全対策をとりましょう。
　雨と風の階級表（気象庁webページURL）
http://www.jma.go.jp/jma/kishou/books/amekaze/amekaze_index.html
【防災コメント】
　６月は霧が発生しやすい時期です。気象台では、見通しが陸上で200ｍ、海上で500ｍ以下が予想される
時に、「濃霧注意報」を発表します。「濃霧注意報」が発表されたら、車の運転・夜間の歩行・船舶の航行
に注意が必要です。

お問い合わせ先：稚内地方気象台　　電話：0162-23-2679

　こんにちは、地域おこし協力隊の吉原ゆりかです。
　雪が解け、渡り鳥たちが飛来すると、幌延町の観光シーズンが始まります。その準備の１つである、幌
延ビジターセンター開館作業を担当職員と一緒に行いました。まずは水道の開栓から始まります。草をか
き分け、水たまりを飛び越え、外に点在する水の栓を開け進めて、ビジターセンター内へ水を通しました。
普段利用しているさまざまな施設も、こうした作業を誰かがしてくれて、便利に使わせてもらえているん
だと感じました。また、ブルーポピーのガーデンデビューに向けた作業も行いました。２センチにも満た
ない芽を少し大きいセルトレイに移し替えるというシンプルな作業ですが、力加減がとても難しく、パー
ト職員の皆さんのスピードと正確さには全く及びませんでした。この小さな芽は、今年ではなく来年に花
を咲かせてくれる予定です。ブルーポピーは非常に生育が難しい花だとは聞いていましたが、ガーデンで
姿を見せてくれるまでに、たくさんの方が手をかけ、時間をかけて育てられていることに驚きました。作
業をする中で、多くの町の方の努力が、幌延町の観光資源を支えているということを身をもって感じまし
たし、自分もその力になっていきたいと思いました。

地域おこし協力隊通信 vol.42

「防災気象情報」～②風や雨の表現

①名山台展望台から見た景色 ②ブルーポピーの赤ちゃん
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お問い合わせ先：稚内年金事務所　電話：0162-32-1941
　　　　　　　　役場保健福祉課 戸籍福祉グループ　電話：５－1115　告知端末機：５－8813

ご本人の場合　　　　　　：年金番号の分かる書類、本人確認ができる書類
代理人（家族含む）の場合：ご本人の署名、押印のある委任状、代理人の方の本人確認ができる書類、

ご本人の印鑑
家族（委任状なし）の場合：ご本人が窓口に来られないことが証明できる書類（ご本人の身体障害者

手帳や療育手帳等もしくは施設などに入所している場合は施設長の証明
（写し可））、申請者（窓口に行く方）の本人確認ができる書類。

　　　　　　　　　　　　　注：この場合、その場で再交付を受けることはできません。

ねんきん 通信

年金受給者の方に統合通知書が発送されます
　統合通知書とは「年金額改定通知書」と「年金振込通知書」が一体となったはがきで、毎年１回６
月に発送されます。

年金額改定通知書とは
　改定された年金額をお知らせするはがきで、
年金収入額を確認、証明する書類です。
記載内容
①国民年金（基礎年金）
　・基本額
　・支給停止額
　・年金額
②厚生年金保険
　・基本額
　・支給停止額
　・年金額の各金額
③２つの年金額の合計（年額）

年金振込通知書とは
　６月から翌年４月までの年金の振込額をお知
らせするはがきで、特別徴収（天引き）の詳細
について確認できる書類です。（途中で支払額が
変更になる場合にも送付されます。）
記載内容
　①年金支払額
　②介護保険料額〔特別徴収額〕
　③後期高齢者医療保険料、
　　国民健康保険料（税）〔特別徴収額〕
　④所得税額および復興特別所得税額
　⑤個人住民税額〔特別徴収額〕
　⑥控除後振込額
　上記②③および⑤の８月以降の額は、予定額
として６月の額が記載されていますので、決定
額は、町からの通知をご確認ください。

　各通知書は、基礎年金番号や、金融機関への振込額など、個人情報が記載されていますので、大切
に保管してください。

もしも無くしてしまったら
　無くしてしまった場合は、ねんきんネット（※１）やねんきんダイヤル（※２）から「年金額改定
通知書」と「年金振込通知書」として再発行可能ですが、発送までに１週間程度かかります。お急ぎ
の場合は、お近くの年金事務所で再発行手続きを行うと即日交付を受けることができます。
　なお、再発行に必要な書類は次のとおりです。

※１ ねんきんネットとは、インターネットを通じてパソコンやスマートフォンから年金情報を確認できるサ
ービスです。詳細は日本年金機構のねんきんネットのページ（http://www.nenkin.go.jp/n_net/）も
しくは、平成 30 年の町広報誌 11 月号をご確認ください。

※２ ねんきんダイヤル（0570-05-1165）とは、電話による年金相談窓口です。
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ざ
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戸
　
籍
　
の
　
窓

町民くらしのカレンダー ６月（Jun）
注：保セ=保健センター  子セ=子育て支援センター
　　生セ=幌延町生涯学習センター 問セ=問寒別生涯学習センター
　　問保=問寒別へき地保育所 総体=総合体育館

1
土

16
日

２
日

子ども運動教室「かけっこ教室」９:30～（幌小） 17
月

出張ひろば 10:00～11:00（問保）
英会話教室 19:00～20:30（問セ）

３
月

英会話教室 19:00～20:30（生セ） 18
火

親子リズム体操遊び 10:30～11:30（こども園）

４
火

つぼみひろば 10:30～11:30（子セ）
北海学園大学地方公演会13:00～（問小中）

19
水

こども園すきっぷくらぶ 10:00～11:00（子セ）
問寒別にこにこ教室 10:00～（問セ）

5
水

すくすく健診 13:00～（保セ） 20
木

ぱくぱくきっず 13:30～（保セ）

６
木

めばえ・わかばひろば 10:30～11:30（子セ）
移動図書 15:30～18:00（こども園）

21
金

７
金

問寒別すきっぷくらぶ 10:00～11:00（問保）
明和会健康相談 10:00～（下沼寿の家）

22
土

子ども運動教室「キッズダンス教室」
10:00～（予定）（総体）

８
土

町民プールオープン 23
日

９
日

24
月

脳ドック（予約制）（保セ）

10
月

【心療内科・精神科診療日】 25
火

脳ドック（予約制）（保セ）

11
火

つぼみひろば 10:30～11:30（子セ） 26
水

【心療内科・精神科診療日】
脳ドック（予約制）（保セ）

12
水

めばえ・わかばひろば 10:30～11:30（子セ）
ノーカーデー
軽体操教室 10:00～（予定）（総体）
生きがい教室「パークゴルフ体験」 

13:30～15:30（総合スポーツ公園パークゴルフ場）

27
木

13
木

28
金

にこにこ教室 ９:30～（保セ）
絵本の読み聞かせ 11:00～11:30（生セ図書室）

14
金

【問寒別出張診療日】
５歳児健康相談 13:00～（保セ）

29
土

15
土

ふるさと自然体験チャレンジ教室「地引網＆釣り体験」
８:20～12:40（天塩港）

30
日

告知端末機「知らせますケン」の
　視聴についてのお願い！
告知端末機「知らせますケン」の
　視聴についてのお願い！
告知端末機「知らせますケン」の
　視聴についてのお願い！
　告知端末機「知らせますケン」では、
通常の行政情報だけではなく、緊急の
避難警報など、皆さんにとって重要な
お知らせ放送をすることがあります。
　電源は必ず入れて、１日１回は視聴す
るようお願いします。
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■
令
和
元
年
6
月
　
■
発
行
／
天
塩
郡
幌
延
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（平成31年4月末日現在）

男
女
計

（－１）
（－２）
（－３）

1,177
1,122
2,299

世帯数 （＋５）1,243
※（　）内は前月比

四
月
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例
俳
句
会
作
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幌
延
ほ
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ず
き
俳
句
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木
の
根
開
き
ひ
そ
ひ
そ
話
聞
こ
え
る
よ

少
年
の
晴
れ
の
門
出
や
木
の
根
開
く

乾
坤
の
光
を
秘
め
し
木
の
根
開
く

木
の
根
開
き
体
の
ど
こ
か
息
吹
き
お
り

そ
よ
風
が
庭
を
包
ん
で
木
の
根
開
く

熊
越
と
い
う
名
の
峠
木
の
根
開
く

け
ん
こ
ん

富
樫
と
も
子

横
山
　
貞
雄

富
樫
　
堅
一

佐
藤
　
光
朗

小
玉
　
利
治

田
中
　
徹
男

●広報へのご意見、ご要望をお寄せください●
総務財政課総務グループ

電話 ５―１１１１／告知端末機 ５―８８１１

■
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春
ら
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ぽ
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ぽ
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し
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日
が
続
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
５
月
の

中
旬
に
は
薄
紅
色
の
桜
が
満
開
に
な
り
、

下
旬
に
は
た
ん
ぽ
ぽ
の
黄
色
い
絨
毯
が
広

が
り
ま
し
た
。
町
中
で
色
と
り
ど
り
の
お

花
を
見
か
け
る
こ
と
の
で
き
る
、
幌
延
町

の
こ
の
季
節
が
大
好
き
で
す
。

■
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の
配
色
を
ち
ょ
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と
だ
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変
え
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ま
し

た
。
前
年
度
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開
基
１
２
０
年
に
ち
な
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だ
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品
な
藤
色
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立
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で
し
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が
、
今
回
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色
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ジ
）
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■
さ
て
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ん
な
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色
」、
町
旗
に
も

濃
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冬
の
真
っ
白
な
雪
景
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は
ま
た
違
う
幌

延
町
の
色
彩
を
、
楽
し
ん
で
み
て
く
だ
さ

い
。

　平成５年９月17日から24日まで

の1週間、東京動物専門学校の生徒

74名が幌延町を訪れ、町内の農家に

ホームステイしながら酪農の実習を

行ったことについて掲載されていま

す。

　記事内では写真を通して、実習の

様子や、受け入れ先の農家の方々と

楽しそうに交流する実習生の姿を見

ることができます。写真の表情はど

れも生き生きとしていて、幌延町で

の実習を満喫していたことがうかが

えます。

広報誌で振り返る「平成」の幌延町広報誌で振り返る「平成」の幌延町
改元記念特集改元記念特集

No.2

広報ほろのべ1993 11月　第350号 （平成５年11月号）

▲表紙は「歓迎　東京動物専門学校様」でした。

［こんなことが掲載されました］
　好評だった酪農実習　－東京動物専門学校の生徒74人が来町 －
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